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を用いて、立位装着時の張力を 3.0kg に規定した。 
 身体動揺の計測には、体幹 2 点動揺計（MVP-WS2-S：
MicroStone）（サンプリング周波数 200Hz）を用いた。加速
度センサの取り付け位置は、被験者の両肩甲骨下角を結ぶ
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の歩行路を 1 回歩行した。 
使用機器は、三次元動作解析装置（VICON Nexus）、床
反力計 6 台とした。サンプリング周波数は、三次元動作解
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